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三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「 当日券」は販売しないことがあります。
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●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
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●各公演とも前売にて完売の場合「 当日券」は販売しないことがあります。

ありがとう。2021年11月
おかげさまで開館20周年 20

■公演名／みまた演劇フェスティバル「まちドラ！ 2026」
町民参加型・朗読劇公演「ヨムドラ！」

■本番日／ 2026年5月23日(土)・24日(日) 
■募集人数／約20人（参加費無料）
■稽古日程／ 4月…上旬から毎週木曜午後7時～（週１回）

5月…3チームに分かれ、各チームで調整
公演7日前から毎日行う予定。

■本番リハーサル／ 2026年5月22日(金)午後7時以降
■�対象／高校生以上の方で三股町内在住・出身または職場が

町内の人。三股町に縁がある人。稽古、リハーサル・本番（５
月22・23・24日）に参加可能な方。

■応募方法
申込書に必要事項をご記入の上、文化会
館へ提出してください。
申込書は、文化会館事務室、役場案内窓
口、文化会館公式サイトで入手出来ます。

■応募締切／ 3月31日(火)
■お問い合わせ／三股町立文化会館　℡0986-51-3462
　https://bunka.town.mimata.lg.jp

2026 年 5 月。今年も、全国の劇団を楽しめる三股の演
劇のお祭り「まちドラ！」が開催されます。その中で開催
される、町民参加型朗読演劇「ヨムドラ！」の出演者を募
集いたします！全国で活躍する演出家３名を招き、20 分
ほどの朗読劇作品を創作します。また、劇団こふく劇場の
俳優陣がついて演技指導などお世話いたしますので演劇
が初めてのかたでも安心して参加できます。初心者の方
から経験者まで、お気軽にご参加ください！

町民参加型朗読演劇「ヨムドラ！」とは！
役者が台本を手に読みながら、声と簡単な動きで演じる
朗読劇の公演です。セリフを覚えなくて良いので初心者
でも気軽に参加できます！
役者が台本 (ドラマ ) を読む＝ドラマをヨム＝ヨムドラ！

町民出演者大募集！町民出演者大募集！
22002266

●日時／●日時／ 2026年3月29日（日）2026年3月29日（日）
11：00 ／ 15：00　11：00 ／ 15：00　

（２回公演・開場は開演の 30 分前）（２回公演・開場は開演の 30 分前）
●料金／●料金／小学生以上…300円・未就学児…無料小学生以上…300円・未就学児…無料

※上演回指定　※全席自由※上演回指定　※全席自由
●構成・演出／●構成・演出／永山智行（みまた座演劇監督・劇団こふく劇場）永山智行（みまた座演劇監督・劇団こふく劇場）
●作／●作／福田久美福田久美
　　　（令和６年度戯曲講座「せりふ書いてみる？」受講生）　　　（令和６年度戯曲講座「せりふ書いてみる？」受講生）
●出演／●出演／（みまた座22期生）（みまた座22期生）

青井希心､ 安藤さら､ 安藤竜馬､ 大迫苺聖､ 大重美琴青井希心､ 安藤さら､ 安藤竜馬､ 大迫苺聖､ 大重美琴
大西幸馬､ 大西琉生､ 笠島正輝､ 川口也実､ 近藤百恵大西幸馬､ 大西琉生､ 笠島正輝､ 川口也実､ 近藤百恵
砂川敬一朗､ 髙松咲花､ 手島華音､ 中村心春､ 濱口創砂川敬一朗､ 髙松咲花､ 手島華音､ 中村心春､ 濱口創
濱口槙之介､ 東峯美緒､ 肥後小雛､ 本田みなみ､ 松薗奏濱口槙之介､ 東峯美緒､ 肥後小雛､ 本田みなみ､ 松薗奏
丸田兼誠､ 丸田智丈､ 満木心尋､ 満木千尋､ 満木茉尋丸田兼誠､ 丸田智丈､ 満木心尋､ 満木千尋､ 満木茉尋
村脇拓典村脇拓典
劇団こふく劇場の俳優陣劇団こふく劇場の俳優陣
●主催／●主催／三股町・三股町教育委員会三股町・三股町教育委員会
●お問い合わせ・チケット販売・予約／●お問い合わせ・チケット販売・予約／

三股町立文化会館　℡ 0986-51-3462三股町立文化会館　℡ 0986-51-3462
https://bunka.town.mimata.lg.jphttps://bunka.town.mimata.lg.jp

サクラ時々、
宇宙人

宇宙船が逆さまに墜落した桜崎家の中庭で繰り広げられる宇宙船が逆さまに墜落した桜崎家の中庭で繰り広げられる
宇宙人と人間の物語。宇宙人と人間の物語。

三股町立文化会館自主文化事業公演

演劇ワークショップ「みまた座」22期生･本公演演劇ワークショップ「みまた座」22期生･本公演

みまた 霧島パノラマまらそん
第９回



みまた 霧島 まらそんパノラマ

河野知事と宮崎県シンボルキャラクター「みやざき犬」河野知事と宮崎県シンボルキャラクター「みやざき犬」
の「かぁくん」も来場！の「かぁくん」も来場！

最高年齢賞（男性）最高年齢賞（男性）
三浦孝道さん三浦孝道さん

最高年齢賞（女性）最高年齢賞（女性）
甲斐悦子さん甲斐悦子さん

遠来賞遠来賞
（右）大家浩至さん、（左）瑞穂さん（右）大家浩至さん、（左）瑞穂さん

仮装大賞　仮装大賞　
（右）村田友也さん（右）村田友也さん

「みまたん霧島パノラマまらそん」の開催にあたり、交通規制などにご協力いただき、ありがとうございました。

1,397人が力走！
1,397人が力走！

第９回

フォトコンテスト・SNS部門はこちらフォトコンテスト・SNS部門はこちら
（Instagram大会公式アカウント）（Instagram大会公式アカウント）

フォトコンテスト・単写真部門はこちらフォトコンテスト・単写真部門はこちら
（大会公式サイト）（大会公式サイト）

大会ではフォトコンテストを実施！大会ではフォトコンテストを実施！
入賞作品は、二次元コードから確認してください。入賞作品は、二次元コードから確認してください。 1 月 25 日（日）、町ふれあい中央広場をスタート・ゴール

とする ｢第 9 回みまたん霧島パノラマまらそん｣ が開催され
ました。

今回は、町内外から 1,397 人が出走。オープニングでは、
北海道中

なかしべつちょう

標津町からの参加者に ｢遠来賞｣、最高年齢の男女 1
人ずつに ｢最高年齢賞｣ が贈られました。

今回は、河野知事がハーフマラソンでスターターを務め、
招待選手として 3㌔の部に出走。また、宮崎県シンボルキャ
ラクター「みやざき犬」の「かぁくん」も応援に駆け付けてく
れました。

本大会の協力団体は自治公民館をはじめ、中学・高校・大
学の学生や町消防団など 38 団体・約 850 人。沿道の声援
も加わり、地域が力を合わせて大会を支えました。

3 2広報みまた2026.3 広報みまた2026.3
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　「三股町春まつり」期間中に町観光協会に加盟する９店舗が、お花見弁当を販売します。販売店舗
などの情報については、町公式観光サイトや町観光協会Instagramで確認してください。
●販売期間＝３月20日（金・祝）～４月30日（木）
●予約方法＝各店舗で受け付けています。お弁当の受け渡しの３日前までに予約してください。
●お問い合わせ＝町観光協会事務局（町企画商工課内）　☎52‒9085

「春まつりお弁当フェア」を開催します！「春まつりお弁当フェア」を開催します！

上米公園 桜まつり上米公園 桜まつり

椎八重公園 つつじまつり椎八重公園 つつじまつり 早馬まつり早馬まつり

町観光公式サイト町観光公式サイト

町観光協会町観光協会
InstagramInstagram
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１．はじめに
三股町特別職報酬等審議会は、令和７年９月 12日
に、三股町長から三股町特別職報酬等審議会条例第 2
条の規定に基づいて設置され、以下の項目について、
検討するよう諮問を受けた。
（1）町長、副町長及び教育長の給料の額について
（2）町議会議員の報酬等の額について
（3）�各種審議会委員など非常勤特別職の報酬等の額に

ついて
２．会議運営等について
この諮問を受け、令和７年９月12日、10月24日、
12月 24日及び令和８年１月 19日の４回にわたり、
審議会を開催した。
本町の特別職の給料及び報酬の額は、平成 29年度
に現行に改定されて以来、現在に至るまで据え置きと
なっている。
本町は、国主導による市町村合併が推進された中、
自立を選択し、令和７年３月に「第八次三股町行政改
革」を策定し、窓口業務等に係るデジタル化の推進、
公共施設等の省エネ化による脱炭素化の推進等、次世
代ツールを活用した事務効率化の推進等、時代に即し
た行政運営に取り組んでいる。
本審議会は、このような情勢や諮問の趣旨を十分に
認識した上で、本町の財政状況、県内市町村の状況、
本町と人口規模や産業構造が類似している県内外町村
の状況、議員の活動状況等の資料に基づき、積極的な
意見交換を行い、厳正、公正、中立の立場から慎重に
審議を行った。
３．審議結果及び意見について
近年の急激な物価上昇により、賃金等の人件費が全
体的に増加傾向にある中、町三役や議会議員、その他
特別職の報酬等について、さまざまな意見が交わされ
たところであるが、平成 29年度以来８年間に渡り据
え置かれており、類似団体等と比較した場合、その差
が縮まってはいるものの、依然として差がある状況で
あるので、一定の増額が適当であるとの意見が多数を
占めた。
議会議員等については、議員のなり手不足について
の意見もあり、報酬面の改善も必要条件と考えられる
が、それだけの問題点ではないとの指摘もあった。農
業委員等については、高齢化による未相続、地主不明
の農地の増加に伴い、相続等の相談が増え、年々仕事
が煩雑化している状況である。
各種委員についても、有能な人材を確保していく必
要があること等を考慮し、類似団体等の水準まで引き
上げることを念頭に、次のとおり改定することが適当
であるとの結論に達した。

区　分 現行額 引上額 改定額 改定率
町　長 760,000円 40,000円 800,000円 5.26%
副町長 612,000円 29,000円 641,000円 4.74%
教育長 582,000円 6,000円 588,000円 1.03%

（1） 町長、副町長及び教育長の給料の額について

区　分 現行額 引上額 改定額 改定率
議　長 325,000円 26,000円 351,000円 8.00%
副議長 260,000円 31,000円 291,000円 11.92%
委員長 244,000円 35,000円 279,000円 14.34%
議　員 236,000円 35,000円 271,000円 14.83%

（2） 町議会議員の報酬の額等について

①年額で定められている非常勤特別職
区　分 現行額 引上額 改定額 改定率

農業委員会

会　長 621,000円 25,000円 646,000円 4.03%
職務代理者 475,000円 19,000円 494,000円 4.00%
委　員 441,000円 18,000円 459,000円 4.08%

最適化推進員 441,000円 18,000円 459,000円 4.08%
教育委員会 委　員 396,000円 12,000円 408,000円 3.03%

監査委員 代　表 804,000円 40,000円 844,000円 4.98%
議　会 626,000円 19,000円 645,000円 3.04%

選挙管理委員会 委員長 235,000円 0 235,000円 0.00%
委　員 169,000円 0 169,000円 0.00%

（3） 各種審議会委員など非常勤特別職の報酬の額等について

②日額で定められている非常勤特別職
区　分 現行額 引上額 改定額 改定率
委員長 5,700円 0 5,700円 0.00%
委　員 5,600円 0 5,600円 0.00%

４．付帯意見について
　特別職の報酬等については、上記のとおり答申するが、
報酬等については、類似団体等との均衡を図る必要があ
り、常にその水準を検討すべき事案と考えられるので、定
期的あるいは適時に当審議会を開催し、引き続き検討する
ことを要望する。

●�どのような自治体と比較していくのか、そして町の財源は
どうなるのかなどを加味して検討する必要がある。本町と
財政規模の異なる自治体と比較するのは適切ではないの
ではないか。
●�議員活動の内容が各議員で異なる中、一概に特定の金額
が適切だと言い切ることが難しい。町民の皆さんの理解
が得られるよう、慎重な検討が必要。
●�職の重要性を考慮すると、一般企業に比べたら金額が低
いと考えられる職もある。
●�仕事をしながら特別職に就いている人もいる。報酬の金
額が低いと聞くこともあるが、実際に金額を見ると低いと
感じるものもある。金額を見直すいい機会と考える。
●�今のままの報酬では、成り立っていかないのではと思わ
れる職もある。それぞれの職務のあり方なども吟味しな
がら、報酬の金額を検討する必要があると考える。

【審議会委員】（敬称略）
嶋田松夫（町自治公民館連絡協議会 会長）、菅野善明（南
九州大学環境園芸学部環境園芸学科 教授）、廣瀨𠮷弘（町
商工会 会長）、福山陽子（町母子寡婦福祉会 会長）、福永譲
二（町文化協会 会長）、西久保秀樹（宮崎第一信用金庫 三
股支店長）、森秋生（町女性団体連絡協議会 顧問）

特別職報酬等審議会から
町長に審議結果の答申が行われました

委員からの意見要旨（一部）委員からの意見要旨（一部）

令和７年９月 12 日に町長から特別職報酬等審議会
（嶋田松夫会長・7 人）に対して特別職の報酬などの額
について諮問を行い、１月 19 日まで４回にわたり審
議が行われました。その結果、１月 23 日に町長に対
して答申が行われました。

三股町特別職報酬等審議会答申書
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病
院
で
診
療
を
受
け
た
と
き
に
マ
イ
ナ
保

険
証
な
ど
を
忘
れ
て
10
割
負
担
し
た
の
で

す
が
…

や
む
を
得
ず
、
マ
イ
ナ
保
険
証
、
資
格
確

認
書
な
ど（
※
1
）を
持
た
ず
に
医
療
機

関
で
診
療
を
受
け
た
場
合
、
医
療
費
の
全
額
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
後
日
申
請
手
続

き
を
す
る
こ
と
で
保
険
給
付
分
を
払
い
戻
し
ま

す
。
申
請
の
と
き
は
、
病
院
か
ら
も
ら
う
診
療
報

酬
明
細
書
、
領
収
証
、
は
ん
こ
、
資
格
確
認
書
な

ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の
、
世
帯
主
名

義
の
通
帳
、身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
１
：�「
資
格
確
認
書
な
ど
」と
は
、加
入
す
る
健

康
保
険
の
資
格
を
証
明
す
る
も
の
で
、
資

格
確
認
書
、
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
の
う

ち
、い
ず
れ
か
お
手
持
ち
の
も
の
で
す
。

仕
事
中
に
け
が
を
し
た
の
で
す
が
…

仕
事
中
の
け
が
は
、
国
保
が
適
用
さ
れ
る

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
労
災
保
険
の
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
そ
の

旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
社
会
保
険
の
担
当
者
、
労
働
基
準

監
督
署
ま
た
は
国
保
年
金
係
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
？

国
民
健
康
保
険
の
給
付
に

関
す
る
こ
と
Ｑ
＆
Ａ

私たちが病気やけがをしたとき、病院に行って治療を受けたり、薬を処方しても
らったりします。国民健康保険など健康保険に加入していれば、自己負担が医療費
の 3 割（70 歳以上は原則 2 割）で治療を受けることができます。

知ってください！大切な国民健康保険のこと知ってください！大切な国民健康保険のこと

国内に住所がある人は、国民健康保険法という法律によって、国民健康保険、職場の健康保険（以下、「社会保
険」）、75 歳以上の人は後期高齢者医療制度など、何らかの健康保険に加入することが義務付けられています。
これらの保険制度は、けがや病気に備えて被保険者の皆さんがお金を出し合い、安心して医療機関を受診できる
ように助け合う制度という点では同じです。今回は、国民健康保険（国保）について、その対象者や必要な手続き
などを確認していきましょう。

知ってください！大切な国民健康保険のこと知ってください！大切な国民健康保険のこと

町
が
指
定
し
た
施
術
所
で
は
り
・

き
ゅ
う
を
受
け
る
と
き
、
年
60
回
ま
で

助
成
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。
施
術
を

受
け
る
前
に
、
国
保
年
金
係
で「
は
り
・

き
ゅ
う
施
術
利
用
者
証
」の
交
付
申
請

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

国
保
の
加
入
者
が
出
産
し
た
と
き

は
、「
出
産
育
児
一
時
金
」を
支
給
し
ま

す
。
出
産
す
る
医
療
機
関
で
手
続
き
を

行
う
と
、
出
産
費
用
か
ら
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
額
を
差
し
引
い
た
額
を
医

療
機
関
窓
口
で
支
払
う
だ
け
で
済
む

「
直
接
支
払
制
度
」が
原
則
で
す
。

勤
務
先
の
倒
産
や
解
雇
な
ど
、
や
む

を
得
な
い
理
由
で
離
職
を
し
た
人
は
、

申
請
を
す
る
こ
と
で
、
一
定
期
間
の
軽

減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

国
保
以
外
の
健
康
保
険
の
制
度
は
、

国民皆保険制度国民皆保険制度とはとは

は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術
に

助
成
が
あ
り
ま
す

国
保
に
は
、
社
会
保
険
や
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く

全
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。

国
保
に
加
入
す
る
人

国
保
に
加
入
す
る
の
は
こ
ん
な
人
で
す

加
入
す
る
場
合
に
必
要
な
も
の

●�「
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
資
格
喪
失
連
絡
票
」

　
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
日
を
確
認
し
ま
す

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
身
分
証
明
書

※�

世
帯
主
以
外
の
人
が
手
続
き
を
行
う
場
合
は
、
世
帯
主
の
同

意
書
兼
委
任
状

加
入
は
世
帯
ご
と
、被
保
険
者
は
一
人
一
人

国
保
で
は
、
世
帯
の
一
人
一
人
が
被
保
険
者
と
な
り
ま
す

が
、
加
入
は
世
帯
ご
と
に
行
い
、
世
帯
主
が
ま
と
め
て
加
入
手

続
き
を
し
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
は

世
帯
主
で
あ
り
、
世
帯
全
員
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
へ
通
知
し

ま
す
。

お店などを経営して
いる自営業の人

農業や漁業などを営
んでいる人

3カ月を超えて日本
に滞在するものと認
められた外国籍の人

（例外あり）

社会保険の扶養を外
れた人

パートやアルバイ
トをしていて、社会
保険に加入してい
ない人

各
健
康
保
険
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

出
産
※（
予
定
）す
る
国
保
加
入
者

の
産
前
産
後
相
当
期
間（
単
胎
４
カ
月

分
、
多
胎
６
カ
月
分
）の
所
得
割
保
険

税
と
均
等
割
保
険
税
を
年
額
か
ら
減
額

し
ま
す
。

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
届
け

出
が
で
き
ま
す
の
で
、
出
産
予
定
者
の

マ
イ
ナ
保
険
証
な
ど
と
母
子
健
康
手
帳

を
持
っ
て
国
保
年
金
係
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日（
４
カ
月
）

以
上
の
出
産
が
対
象
で
す（
死
産
、

流
産
、
早
産
及
び
人
工
妊
娠
中
絶
の

場
合
も
含
む
）。

交
通
事
故
な
ど
、「
第
三
者
行
為（
相

手
の
過
失
）」に
よ
っ
て
け
が
を
し
た

場
合
は
、
届
け
出
に
よ
り
医
療
機
関
で

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
、
国
保
が
医
療
費
を
一
時
立
て

替
え
、
あ
と
で
加
害
者
に
過
失
割
合
に

応
じ
て
費
用
を
請
求
し
ま
す
。
届
け
出

が
な
い
と
、
加
害
者
に
請
求
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
示
談
を
す
る
と
そ
の
内

容
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
で
加
害
者

に
請
求
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
示
談
の
前
に
国
保
へ
の

連
絡
と
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
健
康
に
な
る
た
め
、

健
康
で
い
る
た
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
す
。
も
し
、
健
康
保
険
制

度
が
な
け
れ
ば
、
医
療
機
関
を
受

診
す
る
た
び
に
高
額
な
医
療
費
を

支
払
う
必
要
が
あ
り
、
健
康
を
維
持

す
る
こ
と
が
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
国
保
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
健
康
保
険
制
度
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
健
康
保
険

で
、
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
は
、

私
た
ち
や
ま
ち
の
未
来
を
支
え
る

こ
と
な
の
で
す
。

●
国
保
の
お
問
い
合
わ
せ
＝

　

町
民
保
健
課　
国
保
年
金
係

　
☎
52
－
９
６
３
２

国
保
に
は
次
の
よ
う
な

制
度
も
あ
り
ま
す

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

が
あ
り
ま
す

保
険
税
の
軽
減
措
置
が
あ

り
ま
す

交
通
事
故
な
ど
で
病
院
に

か
か
る
と
き

健
康
保
険
は
助
け
合
い

の
制
度
で
す

こ
ん
な
疑
問
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

70
歳
に
な
っ
た
ら
窓
口
の
負
担
割
合
が
変

わ
り
ま
す
か
？

70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月（
１
日
生
ま
れ
の

人
は
当
月
）１
日
か
ら
医
療
機
関
で
の
負

担
割
合
が
、
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
２
割
に
変
更

に
な
り
ま
す
。
更
新
さ
れ
た
資
格
確
認
書
な
ど
は

誕
生
日
月
の
末
日
ま
で
に
届
く
よ
う
郵
送
し
て
い

ま
す
。た
だ
し
、世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
は
、

負
担
割
合
が
３
割
の
ま
ま
変
更
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

75
歳
に
な
っ
た
ら
資
格
確
認
書
な
ど
は
ど

う
な
り
ま
す
か
？

75
歳
に
な
っ
た
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
加
入
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
手
続
き

を
し
な
く
て
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
資
格

確
認
書
は
誕
生
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
オ
レ
ン
ジ

色
の
封
筒
で
郵
送
し
ま
す
。

社
会
保
険
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
資
格
確

認
書
な
ど
が
届
く
ま
で
の
間
、
国
保
の
資

格
確
認
書
な
ど
は
使
え
ま
す
か
？

社
会
保
険
に
加
入
し
た
日
以
降
に
国
保
の

資
格
で
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

も
し
受
診
し
た
場
合
は
、
国
保
か
ら
医
療
機
関
へ

支
払
っ
た
額
を
、
後
日
、
本
人
に
請
求
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
社
会
保
険
に
加
入
し
た
と
き
は
、

社
会
保
険
の
資
格
確
認
書
な
ど
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
分
か
る
も
の
、
国
保
の
資
格
確
認
書
な
ど
、
身

分
証
明
書
を
持
っ
て
、
国
保
年
金
係
で
国
保
を
脱

退
す
る
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

産
前
産
後
の
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
制
度
が
あ
り

ま
す

退職して社会保険を
脱退した人
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三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
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昨年の「みまた座21期生」本公演

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

町
民
出
演
者
、
ま
だ
ま
だ
募
集
中
！

５
月
22
日
（
金
）～
24
日
（
日
）、
今
年
で

15
年
目
と
な
る
、
み
ま
た
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
「
ま
ち
ド
ラ
！
２
０
２
６
」
を
開
催
し
ま
す
。

ま
ち
を
巡
っ
て
劇
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
「
ま
ち

ド
ラ
！
」。
町
民
参
加
朗
読
劇
公
演
「
ヨ
ム
ド

ラ
！
」
の
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

★�

台
本
を
持
っ
て
演
じ
る
朗
読
劇
で
す
。
セ

リ
フ
を
覚
え
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
！

★�

作
品
の
演
出
は
、
な
ん
と
全
国
で
活
躍
中

の
プ
ロ
の
演
出
家
が
行
い
ま
す
！

★�

４
～
５
月
の
稽
古
で
丁
寧
に
作
品
を
仕
上

げ
て
い
き
ま
す
。
演
劇
初
心
者
大
歓
迎
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！

◆�

お
知
ら
せ
し
た
町
立
文
化
会
館
の
公
演
情

報
は
、
本
誌
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

天
井
耐
震
工
事
が
終
了
し
ま
す

天
井
耐
震
工
事
の
終
了
に
と
も
な
い
、
４

月
か
ら
町
立
文
化
会
館
の
、一
般
の
ホ
ー
ル

利
用
を
再
開
し
ま
す
。
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

ベストリーダー
貸出の多かった本

3 月 5 日（ 木 ）から、
閲覧室の利用を再開します

み
ま
た
座
22
期
生
本
公
演
！

３
月
29
日
（
日
）、
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

み
ま
た
座
22
期
生
本
公
演
『
サ
ク
ラ
時
々
、

宇
宙
人
』
を
行
い
ま
す
。

　
「
み
ま
た
座
」
と
は
、
平
成
16
年
に
開
校

し
、
演
劇
監
督
に
永な
が
や
ま山
智と
も
ゆ
き行
さ
ん
（
劇
団
こ

ふ
く
劇
場
）、
講
師
に
同
劇
団
員
を
迎
え
、
22

年
続
く
子
ど
も
の
演
劇
講
座
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
延
べ
３
９
６
人
が
在
籍
し
ま
し
た
。　

22
年
目
の
み
ま
た
座
26
人
が
上
演
す
る
の

は
『
サ
ク
ラ
時
々
、
宇
宙
人
』
と
い
う
物
語
。

こ
れ
は
、
令
和
６
年
度
に
町
立
文
化
会

館
で
行
っ
た
戯
曲
講
座
「
せ
り
ふ
書
い
て
み

る
？
」
受
講
生
の
福ふ
く
だ田
久く

み美
さ
ん
（
町
内
在

住
）
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
書
き
下
ろ
し

た
作
品
。
宇
宙
船
が
不
時
着
し
た
桜
崎
家
の

中
庭
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
宇
宙
人
と
人
間
の

お
話
で
す
。

本
町
で
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
表
現
の
場

と
し
て
あ
り
続
け
る
「
み
ま
た
座
」。
町
の
子

ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
舞
台
で
演
じ
る
姿

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
来
館
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
と
な
が
楽
し
む
絵
本
時
間

絵
本
は
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
楽

し
め
ま
す
。
心
に
響
く
お
は
な
し
を
絵
本
で

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

３
月
12
日
（
木
）
午
後
２
時
～

朗
読
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

第
１
弾

聴
き
ド
ク
！
朗
読
を
楽
し
も
う

劇
団
こ
く
ふ
劇
場
団
員
、
あ
べ
ゆ
う
さ

ん
に
よ
る
朗
読
を
お
届
け
し
ま
す
。
向む
こ
う
だ田

邦く
に
こ子
、
佐さ
と
う藤
愛あ
い
こ子
な
ど
、
人
気
作
家
の
エ
ッ

セ
イ
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

３
月
27
日
（
金
）
午
後
２
時
～

※�

各
イ
ベ
ン
ト
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

図
書
館
の
閲
覧
室
利
用
再
開
に
つ
い
て

　

７
月
か
ら
天
井
耐
震
工
事
に
伴
い
、
閲
覧

室
の
利
用
を
停
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
工
事

が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
３
月
５
日
（
木
）
か

ら
閲
覧
室
利
用
を
再
開
し
ま
す
。

閲
覧
室
利
用
準
備
の
た
め
、
次
の
期
間
は

臨
時
休
館
し
ま
す
。

●
休
館
日　

３
月
３
日
（
火
）・
４
日
（
水
）

◆�

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

　

第
１
７
４
回
芥
川
賞
・
直
木
賞
の
受
賞
結

果
が
１
月
14
日
（
水
）
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
作
品
３
点
を
紹
介
し
ま
す
。

【
芥
川
賞
】

『
時
の
家
』　　

鳥と
り
や
ま山
ま
こ
と
・
著
／
講
談
社

『
叫
び
』　　
　
　

畠は
た
け
や
ま山
丑う
し
お雄
・
著
／
新
潮
社

【
直
木
賞
】

『
カ
フ
ェ
ー
の
帰
り
道
』

嶋し
ま
づ津
輝て
る

・
著
／
東
京
創
元
社

貸
出
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
～
貸
出
の
多
か
っ
た
本

　

令
和
７
年
中
、
貸
出
回
数
が
多
か
っ
た
本

を
紹
介
し
ま
す
。

【
一
般
書
】

『
ク
ス
ノ
キ
の
女
神
』

東ひ
が
し
の野
圭け
い
ご吾
・
著
／
実
業
之
日
本
社

【
児
童
書
・
絵
本
】

『
大
ピ
ン
チ
ず
か
ん
シ
リ
ー
ズ
』

鈴す
ず
き木
の
り
た
け
・
著
／
小
学
館

３
月
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

読
書
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
イ

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

芥
川
賞
・
直
木
賞
受
賞
作
品

北
海
道
と
私
の
故
郷
の
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
は
姉
妹
都
市
だ

と
知
っ
て
い
ま
す
か
？

北
海
道
に
は
、
建
築
、
酪
農
や

農
業
な
ど
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

州
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

冬
休
み
に
、北
海
道
に
行
き
ま

し
た
。
私
の
日
本
語
の
先
生（
ア

メ
リ
カ
人
）は
、
30
年
前
、
北
海

道
大
学
に
行
き
ま
し
た
。日
本
の

言
語
、
歴
史
、
文
化
、
尺
八
を
勉

強
し
ま
し
た
。こ
の
先
生
は
札
幌

に
住
ん
で
お
り
、中
島
先
生
と
い

い
ま
す
。

私
た
ち
は
２
カ
月
間
、
日
本
語

だ
け
で
メ
ー
ル
を
交
換
し
、
中
島

先
生
の
家
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
日

本
語
だ
け
を
使
っ
た
り
、
尺
八
の

見
学
を
し
た
り
、
地
元
の
人
々
と

会
っ
た
り
、
観
光
し
た
り
し
て
、

こ
の
北
海
道
の
旅
行
は
夢
の
よ
う

で
し
た
。

私
の
、
北
海
道
旅
行
の
俳
句
を

紹
介
し
ま
す
！

「
牡
丹
雪

幼
馴
染
だ　
つ
ね
探
す
」

「
い
つ
も
待
つ　

つ
い
、雪
、着
い
た　
有
頂
天
」

地域おこし協力隊通信 vol.72

上
門
典
子

隣
町
の
古
墳
時
代
の
人
の
眉
に
形
が
似
て
い
る
夫つ

ま

と
子
と
孫

堂
々
と
横
断
歩
道
を
渡
り
を
り
風
格
具
へ
し
街
な
か
の
猫

[

短
歌]

 

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
さ
す
が
、
街
な
か
の
猫
は
違
い
ま
す
。
ボ
ス
猫
で
し
ょ
う
か
、
信
号

待
ち
の
車
を
尻
目
に
堂
々
と
歩
い
て
ゆ
き
ま
し
た
。
日
頃
の
生
活

の
中
で
学
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ほ
ほ
笑
ま
し
い
光
景
で
し
た
。

325

三
浦
好
子

隣
町
の
都
城
市
で
発
掘
さ
れ
た
古
墳
時
代
の
復
元
さ
れ
た
人
の

顔
を
、
新
聞
で
見
て
驚
き
ま
し
た
。
眉
の
形
が
夫
（
お
っ
と
）
に

そ
っ
く
り
で
子
と
孫
に
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で

す
。
先
祖
代
々
命
は
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

外国語指導助手のコーナー

今月の表紙

わたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

1月31日（土）から2月1日（日）に東京で開催された「第9回地域

おこし協力隊全国サミット」に参加してきました。全国の自治体の地

域おこし協力隊と自治体職員、一般の参加者までさまざまな人が集

まり、大変盛り上がりました。今回私は、まずは本町の名前をもっと

多くの人に知ってもらうため、なるべくたくさんの人に名刺とマキ

シマム小袋を配りました。

昨年このイベントで会った他県の人や宮崎の地域おこし協力隊研

修会で会った人が自分のことを覚えていて声を掛けてくださり、昨

年よりももっと深い話ができたことが何より良かったです。自分が

やってきた地道な努力が報われた気がしました

し、この先の希望も芽生えました。

また、最近私の家族が初めて韓国から宮崎へ

遊びに来ました。食事や景色をとても気に入っ

て帰りました。ジャンカン馬の栗姫ちゃんの大

きさにもとても驚いたようです。

「地域おこし協力隊
全国サミットに行ってきました！」

地域おこし協力隊 趙
ジョ

 昇
ス ン フ

厚さん

Instagramはコチラ

『視 ○』

宮崎大からインターンシップ生が！

表紙に写る２人は、２月１２日 ( 木 )
から約１ヶ月間、本町でインターン
シップ生として活動している宮崎大
学２年の上

かみみず

水大
たいせい

誠さん（写真左、本
町出身）と櫻

さくらだ

田千
 ち か ぜ

風さん（写真右、
都城市出身）です。「スポーツ×まち
づくり！三股から始まる地域活性プ
ロジェクト」をテーマに、本町業務
を体験しながら学びを深めます。最
終的に、まちの活性化に向けた提
案を行う予定。２人が描くまちの未
来は、どんな未来なのでしょうか。

「北海道で家を探す」

「まちドラ！」本番の様子

リュツ・カリッサ
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１
月
20
日（
火
）、社
会
福
祉
功

労
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

を
受
け
た
和わ

だ田
文ふ

み
お夫
さ
ん
が
、木

佐
貫
町
長
に
受
賞
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
多
年
に
わ

た
り
社
会
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
各
分
野
の
発
展
に
功
労
が
あ
っ

た
人
を
厚
生
労
働
大
臣
が
表
彰
す

る
も
の
で
す
。
和
田
さ
ん
は
、
平

成
16
年
か
ら
20
年
以
上
も
の
間
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

活
動
。
そ
の
間「
三
股
町
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
」の
副
会
長

や
企
画
委
員
と
し
て
、協
議
会
の

リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担
っ
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
。

ＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳ
題話のちま

Topics

勝
岡
新
坂
で
の
災
害
を
伝
え
る

災
害
伝
承
看
板
を
設
置
し
ま
し
た

２
月
３
日（
火
）、勝
岡
新
坂
に

あ
る「
交
通
安
全
地
蔵
尊
」横
で

「
災
害
伝
承
看
板
披
露
式
典
」を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
看
板
は
、

昭
和
44
年
６
月
、本
町
を
襲
っ
た

豪
雨
の
影
響
で
発
生
し
た
勝
岡

新
坂
で
の
土
砂
崩
れ
に
よ
り
、下

校
途
中
の
三
股
中
学
校
女
子
生

徒
４
人
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う

災
害
を
伝
え
る
た
め
、町
が
関
係

者
の
協
力
を
得
て
設
置
し
た
も

の
で
す
。

式
典
に
は
、
町
三
役
、
被
災
者

親
族
、同
級
生
や
地
元
関
係
者
の

ほ
か
、三
股
中
学
校
生
徒
会
の
生

徒
た
ち
な
ど
、約
40
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

「
災
害
発
生
か
ら
56
年
が
経
ち
ま
し
た
。伝
承

看
板
の
設
置
が
、二
度
と
同
じ
悲
劇
が
繰
り
返

さ
れ
な
い
た
め
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
」

中な
か
む
ら村

次つ
ぎ
ひ
ろ弘

さ
ん

（
上
米
在
住
）

被
災
者
の
同
級
生 勝岡城址 竈門神社

勝岡小学校
旭ヶ丘運動公園
野球場

至 蓼池↑

至 新馬場↓

災害伝承板設置場所納骨堂

助
産
師
の
西に

し
は
た畑

久く

み

こ

美
子
さ
ん

日
本
家
族
計
画
協
会
会
長
表
彰
を
受
賞

１
月
22
日（
木
）、日
本
家
族
計

画
協
会
会
長
表
彰
を
受
け
た
助
産

師
の
西に

し
は
た畑
久く

み

こ
美
子
さ
ん
が
、木
佐

貫
町
長
に
受
賞
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
多
年
に
わ

た
り
母
子
保
健
、家
族
計
画
や
思

春
期
保
健
事
業
に
従
事
し
、業
績

を
挙
げ
た
人
を
表
彰
す
る
も
の
で

す
。
西
畑
さ
ん
は
、
平
成
15
年
か

ら
20
年
以
上
も
の
間
、
新
生
児
・

妊
産
婦
訪
問
指
導
員
と
し
て
母
子

に
関
わ
り
、
育
児
不
安
の
軽
減
や

子
ど
も
の
成
長
発
達
の
促
進
に
寄

与
。
ま
た
、
町
の
産
後
ケ
ア
事
業

を
行
う
な
ど
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

Topics

｢

町
村
の
部｣

４
連
覇

第
16
回
宮
崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

１
月
12
日（
月
）、宮
崎
市
の
ひ

な
た
県
総
合
運
動
公
園
内
で「
第

16
回
宮
崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
も
、県
内
全
市
町
村
か
ら
26
チ

ー
ム
が
出
場
。コ
ー
ス
は
同
公
園

内
を
周
回
す
る
12
区
間
33
・
４
６

０
㌔
㍍
で
す
。

本
町
は
１
時
間
51
分
31
秒
で

「
町
村
の
部
」に
お
い
て
見
事
優
勝

し
、４
大
会
連
続
11
度
目
の
栄
冠

を
つ
か
み
ま
し
た
。
総
合
で
は
都

城
市
、
宮
崎
市
、
小
林
市
、
延
岡

市
に
次
ぐ
５
位
と
な
り
ま
し
た
。

個
人
で
は
、
５
区（
中
学
生
女

子
）葉は

や
ま山

虹こ

う

め
美
愛
さ
ん
、６
区（
中

学
生
男
子
）上か

ん
ま
る丸

魁か
い
と斗

さ
ん
、７

区（
40
歳
以
上
お
よ
び
高
校
男
子
） 

早わ
さ
だ田

悠は
る
き希

さ
ん
、
８
区（
小
学
生

女
子
）坂さ

か
も
と元

晴せ
い
な成

さ
ん
が
区
間
賞

を
獲
得
す
る
力
走
を
見
せ
、圧
巻

の
走
り
で｢
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン

み
ま
た｣
を
県
内
全
域
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

「『
三
股
魂
』を
見
た
よ
う
な
気
持
ち
で
す
！ 

プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
中
、選
手
自
身
の
努
力
、

そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
家
族
の
努
力
、三
股
の

皆
さ
ん
や
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
人
た
ち

の
応
援
が
一
つ
の
力
と
な
り
、優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」

米よ
ね
だ田　

透と
お
る

さ
ん

監
督

民
生
委
員・児
童
委
員
の
和わ

だ田
文ふ

み
お夫

さ
ん

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

母
子
保
健
推
進
員
の
岩い

わ
や
が
の

屋
ヶ
野
秀ひ

で
こ子

さ
ん

母
子
保
健
推
進
会
議
会
長
表
彰
を
受
賞

１
月
22
日（
木
）、母
子
保
健
推

進
会
議
会
長
表
彰
を
受
け
た
母
子

保
健
推
進
員
の
岩い

わ
や
が
の

屋
ヶ
野
秀ひ

で
こ子

さ

ん
が
、木
佐
貫
町
長
に
受
賞
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、

多
年
に
わ
た
り
母
子
保
健
事
業

に
従
事
し
、功
績
を
挙
げ
た
人
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。岩
屋
ヶ
野

さ
ん
は
、昭
和
58
年
か
ら
40
年
以

上
も
の
間
、同
推
進
員
と
し
て
活

動
。
現
在
、
子
ど
も
の
見
守
り
確

認
や
、母
親
の
育
児
相
談
に
応
じ

て
い
る
ほ
か
、幼
児
健
診
前
の
受

診
勧
奨
や
健
診
の
補
助
を
行
な
う

な
ど
、子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
今
後
も
高
齢
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
、
そ
し

て
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活
動
を
続
け
て
い
き
、

地
域
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

和わ

だ田
文ふ

み
お夫

さ
ん

（
西
植
木
在
住
）

受
賞
者

「
ま
ち
の
子
ど
も
た
ち
が
す
く
す
く
と
育
っ
て

ほ
し
い
と
の
思
い
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。今

後
も
推
進
員
と
し
て
そ
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
」

岩い
わ
や
が
の

屋
ヶ
野
秀ひ

で
こ子

さ
ん

（
東
植
木
在
住
）

受
賞
者

「
子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応

し
て
き
ま
し
た
。今
後
も
子
育
て
の
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
活
動
し
て

い
き
た
い
で
す
」

西に
し
は
た畑

久く

み

こ
美
子
さ
ん

（
下
新
在
住
）

受
賞
者
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せら知おせら知お  

　
「
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
」と
は
、

事
業
所
や
企
業
の
経
済
活
動
の
状
態
を
明

ら
か
に
し
、
日
本
経
済
の「
い
ま
」を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
統
計
調
査
で
す
。
調

査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
行
政
施
策
の
立
案
や
、
民
間
企
業
に
お

け
る
経
営
計
画
の
策
定
な
ど
社
会
経
済
の

発
展
を
支
え
る
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。
正
確
な
統
計
を
作
る
た
め
に

も
、漏
れ
な
く
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
行
政
機
関
が
行
う
統
計
調
査
で

あ
る
か
の
よ
う
な
、
紛
ら
わ
し
い
表
示
や

説
明
を
し
て
、
家
を
訪
問
し
個
人
情
報
を

搾
取
す
る「
か
た
り
調
査
」に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
調
査
基
準
日
＝
６
月
１
日

●�

調
査
対
象
＝
全
国
全
て
の
事
業
所
と

企
業

※�

例
え
ば
、
支
店
、
営
業
所
や
工
場
な
ど

（
従
業
者
と
設
備
を
有
し
、
継
続
的
に

経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る
場
所
）が
調

査
の
対
象
で
す
。

●�

調
査
内
容
＝
名
称
、
電
話
番
号
、
所
在

地
、
主
な
事
業
の
内
容
、
売
上（
収
入
）

金
額
な
ど

●�

調
査
方
法
＝
調
査
員
が
訪
問
し
調
査
票

を
配
布
す
る
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま

た
は
郵
送
に
て
実
施

※�

調
査
書
類
が
郵
送
で
４
月
に
配
布
さ
れ

る
事
業
所
も
あ
り
ま
す
。

●�

回
答
方
法
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
か

紙
の
調
査
票
で
回
答

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

企
画
商
工
課 

企
画
政
策
係

☎
52
－
１
１
１
４

令
和
８
年
度
三
股
町
文
化
合
同
展
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

町
文
化
協
会
で
活
躍
し
て
い
る
皆
さ
ん

の
作
品
が
、
一
挙
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
部
門
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
４
月
７
日（
火
）～

　
　
　
４
月
12
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
４
月
12
日（
日
）は
午
後
４
時
終
了

●
場
所
＝
町
立
文
化
会
館

●�

展
示
作
品
＝
絵
画
、書
道
、写
真
、短
歌
、

華
道
、版
画
、押
花
、ち
ぎ
り
絵　
な
ど

●
入
場
料
＝
無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

町
文
化
協
会（
担
当
：
岩
崎
）

☎
０
９
０
－
８
８
３
８
－
４
８
３
４　

都
城
発
明
協
会
で
は
、
物
づ
く
り
を
通

し
て
自
分
の
ア
イ
デ
ア
や
創
造
を
生
か

す
た
め
、
物
づ
く
り
体
験
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時
＝
４
月
25
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

●
場
所
＝
都
城
市
カ
ン
ガ
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
（
都
城
市
年
見
町
14
－
１
）

●�

内
容
＝
木
工
工
作
ま
た
は
簡
単
な
電
子

工
作

●
対
象
＝
小
学
２
年
生
～
５
年
生

　
（
令
和
８
年
度
の
３
年
生
～
６
年
生
）

●
定
員
＝
30
人

●
費
用
＝
無
料

●
申
込
期
間
＝
３
月
16
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
～
25
日（
水
）

●�

申
込
方
法
＝
各
学
校
に
案
内
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
担
当
の
先

生
か
ら
案
内
書（
開
催
要
項
）を
も
ら

い
、
往
復
は
が
き
で
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

都
城
発
明
協
会
事
務
局

☎
０
７
０
－
４
１
１
６
－
９
５
４
８

あ
な
た
の
能
力
や
経
験
を「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」
で
生
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

会
員
の
条
件
は
、
町
内
に
住
ん
で
い
る

原
則
60
歳
以
上
で
経
験
や
能
力
を
生
か
す

仕
事
が
し
た
い
人
、
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
で
す
。

●
仕
事
の
内
容 

＝

①�

技
術
分
野
…
自
動
車
運
転
、
樹
木
剪

定
、網
戸
張
替
、大
工
仕
事

②
管
理
分
野
…
施
設
管
理

③�
軽
作
業
分
野
…
清
掃
、
除
草
、
商
品
管

理
、農
作
業
、草
刈
、樹
木
消
毒

④�

サ
ー
ビ
ス
分
野
…
家
庭
内
の
掃
除
・
洗

濯
、病
院
付
き
添
い

希
望
す
る
人
は
、会
員
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。
会
員
に
な
る
た
め
の
入
会
説

明
会
は
、
平
日
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
、
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

●
入
会
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝

所
定
の
申
込
書
類
、
会
費
・
互
助
会
会

費（
年
３
０
０
０
円
）

※�

仮
登
録
制
度
…
希
望
す
る
仕
事
を
事
務

局
で
斡
旋
し
、
仕
事
が
見
つ
か
っ
た
と

き
に
会
員
の
申
し
込
み
を
す
る
制
度

で
、
登
録
し
た
時
点
で
は
会
費
は
い
り

ま
せ
ん
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
52
－
７
１
５
０

例
年
３
月
は
、
進
学
、
就
職
や
転
勤
な

ど
、
生
活
環
境
が
大
き
く
変
動
す
る
こ
と

が
多
い
時
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
年
間

月
別
自
殺
者
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
国
は
、
毎
年
３
月
を「
自

殺
対
策
強
化
月
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の

な
い
社
会
」の
実
現
の
た
め
に
も
、
互
い

に
支
え
あ
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
で
守
ら

れ
る
命
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず

に
、
ま
ず
は
家
族
、
友
人
や
職
場
の
同
僚

な
ど
身
近
な
人
に
ひ
と
言
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
本
町
で
は
、「
福
祉
・
消
費
者
生

活
相
談
セ
ン
タ
ー
」の
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
「
家
庭
や
職
場
で
問
題
が
あ
る
」、「
話

か
ら

●
準
備
す
る
も
の
＝

①
は
ん
こ（
認
め
印
可
）

②
各
障
害
者
手
帳

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

福
祉
課　
社
会
福
祉
係

☎
52
－
９
０
６
１

●
実
施
期
間
＝
３
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
～
７
日（
土
）

●
全
国
統
一
防
火
標
語
＝

令
和
６
年
の
全
国
の
住
宅
火
災
に
お
け

る
死
者
数
は
１
０
０
０
人
を
超
え
て
い
ま

す
。
死
者
数
を
年
齢
別
で
見
る
と
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
７
割
を
超
え
て
お
り
、

ま
た
、
死
に
至
っ
た
経
過
を
見
る
と
、
逃

げ
遅
れ
が
半
数
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
、点
検
し
ま
し
ょ
う
。

１
月
１
日
か
ら
、
林
野
火
災
防
止
の
た

め「
林
野
火
災
注
意
報
」と「
林
野
火
災
警

報
」が
発
令
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

林
野
火
災
の
発
生
原
因
の
多
く
は
、
火
の

不
注
意
な
取
り
扱
い
で
す
。「
林
野
火
災

注
意
報
」発
令
中
は
、
屋
外
で
の
火
の
使

用
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、「
林
野
火

災
警
報
」発
令
中
は
屋
外
で
の
火
の
使
用

は
制
限
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

都
城
市
消
防
局　
予
防
課

☎
22
－
８
８
８
４

み
ま
た
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
ま
ち

ド
ラ
！
」で
行
わ
れ
る
、
町
民
参
加
型
朗

読
演
劇「
ヨ
ム
ド
ラ
！
」の
出
演
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
全
国
で
活
躍
す
る
演
出

家
や
劇
団
こ
ふ
く
劇
場
の
俳
優
陣
が
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
演
劇
が
初
め
て
の
人

で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

●
公
演
日
＝
５
月
23
日（
土
）、24
日（
日
） 

●
募
集
人
数
＝
約
20
人（
参
加
費
無
料
）

●
稽
古
日
程
＝

４
月
…�

上
旬
か
ら
毎
週
木
曜

　
　
　
午
後
７
時
～
（
週
１
回
）

５
月
…�

３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
各
チ
ー

ム
で
調
整

　
※
公
演
７
日
前
か
ら
毎
日
行
う
予
定
。

●
本
番
リ
ハ
ー
サ
ル
＝

５
月
22
日（
金
）　
午
後
７
時
以
降

●
対
象
＝

①�

高
校
生
以
上
で
町
内
在
住
、
出
身
ま
た

は
職
場
が
町
内
の
人
。
ま
た
は
、
本
町

に
縁
が
あ
る
人
。

②�

稽
古
、リ
ハ
ー
サ
ル
・
本
番（
５
月
22
、

23
、24
日
）に
参
加
可
能
な
人
。

●�

応
募
方
法
＝
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
町
立
文
化
会
館
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
町
立
文
化
会

館
事
務
室
、
町
役
場
案
内
窓
口
や
町
立

文
化
会
館
公
式
サ
イ
ト
で
入
手
出
来

ま
す
。

●
応
募
締
切
＝
３
月
31
日（
火
）

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

町
立
文
化
会
館

☎
51
－
３
４
６
２

し
相
手
が
い
な
い
」、「
生
き
る
こ
と
が
つ

ら
い
」と
い
っ
た
悩
み
が
あ
る
人
や
そ
の

家
族
、
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
し
た
人

な
ど
、
自
殺
に
繋
が
る
要
因
と
な
る「
こ

こ
ろ
の
悩
み
」な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
・
消
費
者
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

（
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
）

●
利
用
時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午
、

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

●
休
日
＝
土
・
日
・
祝
・
年
末
年
始

☎
52
－
０
９
９
９

町
で
は
、
心
身
に
重
度
の
障
が
い
が
あ

る
人
に
、「
タ
ク
シ
ー
等
利
用
券
」
を
交

付
し
ま
す
。
助
成
対
象
は
初
乗
り
運
賃
の

み
と
な
り
ま
す
。
申
請
月
か
ら
令
和
９
年

３
月
31
日（
水
）ま
で
、
１
カ
月
当
た
り

２
枚
の
割
合
で
、
最
大
24
枚
の
利
用
券
を

交
付
し
ま
す
。

●
対
象
者
＝

・�

身
体
障
害
者
…
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

※�

視
覚
障
害
者
は
、
手
帳
等
級
２
級
以
上

の
人

・�

知
的
障
害
者
…
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

・�

精
神
障
害
者
…
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

●�

利
用
で
き
る
期
間
＝
４
月
１
日（
水
）

～
令
和
９
年
３
月
31
日（
水
）

●�

申
請
受
付
開
始
日
＝
３
月
23
日（
月
）

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の

暴
力
に
関
す
る
相
談
窓
口

愛
の
ご
寄
付

町
内
の
事
業
所・企
業
の
皆
さ
ま
へ

「
令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調

査
」へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●��

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
☎
＃
８
０
０
８

●��

宮
崎
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
９
８
５
－
22
－
３
８
５
８

●�

警
察
安
全
相
談
室　
☎
＃
９
１
１
０

●�

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
☎
０
９
８
５
－
60
－
１
８
２
２

●�

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
法
務
省
）

　
☎
０
５
７
０
－
０
７
０
－
８
１
０

●��

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎

　
☎
０
９
８
５
－
38
－
８
３
０
０

●�

町
女
性
相
談
所　
☎
52
－
０
９
９
９

●�

町
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎
52
－
１
１
１
２

※�

緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ

１
月
１
日
か
ら
１
月
31
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人
三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
忌
明
寄
付

●
一
般
寄
付
…
…
…
…
…
…
…
…
…
な
し

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

田た
が
み上
れ
い
子こ

夫
田た

が
み上
良よ

し
ひ
ろ博

77

前
目

3
万
円

平ひ
ら
か
わ川

英え
い
す
け輔

妻
平ひ

ら
か
わ川

紘ひ
ろ
こ子

85

下
新

10
万
円

中な
か
む
ら村

ひ
と
み

夫
中な

か
む
ら村

親し
ん
い
ち一

79

谷

3
万
円

上か
み
み
ず水

チ
エ

夫
上か

み
み
ず水　

勇い
さ
む

93

中
米

3
万
円

桒く
わ
は
た畑
ヨ
シ

夫
桒く

わ
は
た畑
治は

る
お夫

98

下
新

3
万
円

木き
さ
ぬ
き

佐
貫
祥し

ょ
う
こ子

夫
木き

さ
ぬ
き

佐
貫
文ふ

み
お雄

92

上
新

3
万
円

初は
つ
も
り森

久ひ
さ
こ子

義
母
初は

つ
も
り森

登と
み
こ

美
子

94

餅
原

3
万
円

令
和
８
年
度
三
股
町
文
化
合
同

展
を
開
催
し
ま
す

物
づ
く
り
体
験
教
室
を
開
催
し

ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す

３
月
１
日（
日
）～
３
月
31
日

（
火
）は
、「
自
殺
対
策
強
化
月

間
」で
す

心
身
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

人
へ「
タ
ク
シ
ー
等
利
用
券
」を

交
付
し
ま
す（
町
重
度
障
害
者
タ

ク
シ
ー
等
利
用
料
金
助
成
事
業
）

「
令
和
８
年
春
季
全
国
火
災
予

防
運
動
」を
実
施
し
ま
す

「
急
ぐ
日
も 

足
止
め
火
を
止
め

準
備
よ
し
」

「
ま
ち
ド
ラ
！
２
０
２
６
」町

民
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

町公式サイト 経済センサス活動
調査の詳細はこちら
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祉福と健保　祉福と健保

●
期
日
＝
４
月
８
日（
水
）　

●
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時

●
講
師
＝
都
城
ひ
か
り
園
の
先
生

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
元
気
の
杜
」

大
会
議
室
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

当
セ
ン
タ
ー
は
ご
近
所
で
助
け
合
う
子

育
て
を
組
織
化
し
た
も
の
で
す
。〝
依
頼

者
は
信
頼
・
安
心
し
て
預
け
、
提
供
者
は

大
切
に
か
わ
い
が
っ
て
預
か
っ
て
く
れ

る
〟そ
ん
な
、
お
互
い
に
と
っ
て
優
し
さ

や
喜
び
が
響
き
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

利
用
す
る
に
は
事
前
に
会
員
登
録
が
必

要
で
す
。

〈
現
在
行
っ
て
い
る
援
助
活
動
〉

用
事
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
の

子
ど
も
の
預
か
り
、
児
童
ク
ラ
ブ
や
保
育

施
設
へ
の
送
迎　
な
ど

●�

利
用
料
金
＝
町
が
１
人
目
の
み
１
時
間

３
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

●
期
日
＝
３
月
19
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
６
年
７
～
８
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
心
理
相
談
、
歯
科
相

談
や
栄
養
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜
」の
中
に
あ
り

ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学
の
子

ど
も
で
保
護
者
同
伴
が
原
則
で
す

月
～
金
曜
の
午
前
９
時
～
正
午
と
、
午

後
１
時
～
３
時
の
開
放
日
に
合
わ
せ
て
、

毎
月
楽
し
い
行
事
や
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
親
子
で
ほ
っ
と
で
き

る
場
所
へ
遊
び
に
来
ま
せ

ん
か
。

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団「
小
さ
な
音
楽
会
」

の
、
生
の
歌
と
演
奏
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
３
月
24
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●
場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
元
気
の
杜
」大
会
議
室

※
要
予
約

理
学
療
法
士
・
植う

え
む
ら村
郁か

お
る

さ
ん
、
内う

ち
く
ぼ

久
保

鮎あ
ゆ
こ子
さ
ん
に
よ
る
産
後
マ
マ
向
け
の
個
別

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
時
間
で
す
。
自
分
の
体
と

心
に
向
き
合
い
、
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

●
期
日
＝
４
月
３
日（
金
）

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～

●�

対
象
＝
町
内
在
住
で
産
後
２
カ
月
～

　
　
　
　
１
年
程
度
の
お
母
さ
ん

　
※
要
予
約（
４
組
限
定
）

子
育
て
の
悩
み
や
発
達
の
不
安
な
ど
を

気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。「
小
さ
な

集
団
遊
び
」と
ひ
か
り
園
の
先
生
を
交
え

て
お
母
さ
ん
の
座
談
会
を
行
い
ま
す
。
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

親
子
で
外
国
語
指
導
助
手
の
先
生
と
一

緒
に
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
毎
週
水
曜
日

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●
講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生　

※
要
予
約

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ふ
わ
ふ
わ

布
絵
本
の
会
」が
手
作
り
作
品
を
使
っ
て

お
話
し
会
を
開
き
ま
す
。
柔
ら
か
な
布

絵
本
の
世
界
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

●
期
日
＝
３
月
17
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

※
要
予
約

双
子
を
含
む
４
人
の
子
ど
も
を
育
て
て

い
る
保
育
士
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
サ
ー
ク

ル
で
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み

な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
一
緒

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
身
体
計
測
と
成
長

記
録
も
で
き
ま
す
。

●
期
日
＝
３
月
19
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　
（
出
入
り
自
由
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　

 

☎
52
－
８
１
０
１

セ
ン
タ
ー
へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

子
ど
も

※
助
成
後
の
料
金
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
、
音

楽
に
あ
わ
せ
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
や
歩
く

動
作
を
中
心
と
し
た
運
動
を
し
ま
す
。
運

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
３
月
16
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
、タ
オ
ル
、飲
み
物

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
の
新
生
活
に
向
け
て
、
お
子

様
の
予
防
接
種
の
受
け
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
は
、
病
気
に
対
す

る
抵
抗
力（
免
疫
）が
非
常
に
未
熟
で
す
。

生
ま
れ
る
前
に
母
親
か
ら
受
け
継
い
だ

免
疫（
抗
体
）も
、
数
カ
月
経
て
ば
弱
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
病
気
に
か
か
っ
て

し
ま
う
と
、
重
い
後
遺
症
が
残
っ
た
り
、

命
が
お
び
や
か
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

予
防
接
種
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
病
気

が
あ
り
ま
す
。
接
種
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ

に
な
っ
た
ら
、
速
や
か
に
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
予
防
接
種
歴
は

母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

町
が
実
施
し
て
い
る
予
防
接
種
に
つ

い
て
は
町
公
式
サ
イ
ト
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

ま
た
、
お
子
様
の
予
防
接
種
の
管
理
に

役
立
つ「
み
ま
た
ん
子
育
て
ア
プ
リ
」を
、

母
子
健
康
手
帳
と
併
せ
て
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
町
公
式
サ
イ
ト
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す
。

高
齢
に
な
る
と
耳
が
聞
こ
え
づ
ら
く
な

る
こ
と
が
多
く
、
放
置
す
る
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
や
身
体
機
能
の
低
下
に

つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

聴
力
の
低
下
は
、
外
出
や
社
会
参
加
の

機
会
を
減
ら
し
、
運
動
量
の
低
下
や
認
知

機
能
の
悪
化
を
招
く
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
耳
の
健
康
を
意
識
し
、
定
期
的

に
聴
力
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
聞
こ
え
づ
ら
さ
を
感
じ
た
ら
早
め

に
専
門
医
に
相
談
し
、
適
切
な
対
策
を

と
る
こ
と
で
健
康
な
生
活
を
維
持
し
ま

し
ょ
う
。

町
で
は
令
和
８
年
度
分
の
高
齢
者
補
聴

器
購
入
補
助
金
交
付
事
業
の
申
込
受
付

を
、
４
月
１
日（
水
）に
開
始
し
ま
す
。よ

り
良
い
聞
こ
え
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
町
公
式
サ
イ
ト

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
で
は
、
骨
伝
導
補
聴
器
や
軟
骨
伝
導
の

聞
き
取
り
を
助
け
る
機
器
も
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
相
談
・
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  

☎
52
－
９
０
６
３・８
６
３
４

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

一　
般

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

１
歳
６
か
月
児
健
診

ふ
わ
ふ
わ
布
絵
本

親
子
サ
ー
ク
ル　
キ
ラ
キ
ラ

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

m

ま

ま

の

て

am
anote

（
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
教
室

子育て支援センターの
Instagramは
こちら

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人 

→ 

お
ね
が
い（
依
頼
）会
員

子
育
て
を
援
助
し
た
い
人 

→ 

ま
か
せ
て（
提
供
）会
員

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　  

☎
51
－
５
６
８
８

利
用
時
間

１
時
間
あ
た
り
の
利
用
料
金

月
〜
金
曜

午
前
７
時
〜
午
後
7
時
子
ど
も
１
人
目
３
０
０
円

２
人
目
以
降
３
０
０
円

月
〜
金
曜
の
早
朝
・
夜
間

と
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

子
ど
も
１
人
目
５
０
０
円

２
人
目
以
降
４
０
０
円

３
月
１
日（
日
）～
７
日（
土
）は

「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」で
す

町公式サイト
こどもの予防接種

町公式サイト
みまたん子育てアプリ

３
月
３
日「
耳
の
日
」に
考
え
る

高
齢
者
の
聴
力
と
健
康

町公式サイト
補聴器購入補助金

足もと元気教室
●日程＝３月15日～４月14日までの分
地区名 時間 場所 日程
1地区 午前９時30分～11時 第1地区分館 ４月３日(金)

2地区 午後１時30分～３時 第2地区交流プラザ ４月２日(木)

3地区 午後１時30分～３時 第3地区分館 ４月９日(木)

4地区 午前９時30分～11時 第4地区分館 ３月18日(水)

5地区 午後１時30分～３時 轟木集落館 ３月19日(木)

蓼池 午前９時30分～11時 蓼池児童館 ３月19日(木)

花見原 午前９時30分～11時 花見原コミュニティセンター ４月１日(水)

餅原 午前９時30分～11時 餅原研修館 ３月16日(月)

三原 午後１時30分～３時 三原地区コミュニティセンター ３月18日(水)

中原 午前９時30分～11時 中原コミュニティセンター
３月25日(水)

４月８日(水)

今市 午前９時30分～11時 今市児童館 -

下新 午前９時30分～11時 第7地区分館 ４月10日(金)

8地区 午前９時30分～11時 第8地区分館 ３月27日(金)

9地区 午後１時30分～３時 第9地区分館
３月25日(水)

４月８日(水)

●�準備するもの＝体操のできる服装、タオル、シューズ、
水分補給用の飲み物

※��３月１日～ 14 日の日程は、『広報みまた』先月号をご
参照ください。

詳
し
く
はInstagram

や

町
社
会
福
祉
協
議
会
公
式

サ
イ
ト
で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
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情のしらく 報

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第19位／令和７年12月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

税のお知らせ ●税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和８年２月１日現在） ◦男／11,687人◦女／13,275人◦合計／24,962人（前月比−13人）
◦世帯数／10,423戸（−5戸）◦出生／12人◦死亡／31人◦転入／54人◦転出／48人

令和 8年度の「固定資産課税台帳」と「土地・家屋価
格等縦覧帳簿」を無料で縦覧・閲覧できます。
●縦覧・閲覧日時
・期日＝４月1日（水）～４月３０日（木）
　※ただし、土曜・日曜・祝日を除く。
・時間＝午前８時30分～午後５時
　※ただし、午後０時15分～１時を除く。
●縦覧・閲覧場所
・税務財政課（町役場１階５番窓口）
●縦覧・閲覧ができる人
・固定資産の所有者本人
・固定資産の所有者の同意を得た人
・�固定資産税の納税管理人、相続人代表者（届け出をし
ている人）

※本人確認ができるもの（運転免許証など）が必要です。
※�固定資産の所有者以外の人が縦覧・閲覧をするときは
「委任状」が必要です。

●縦覧・閲覧に係る手数料
この期間に限り、縦覧・閲覧をするときは手数料が
掛かりません。ただし、縦覧・閲覧以外の各種証明書
が必要な場合、発行手数料が必要となりますので注
意してください。

固定資産税納税通知書を送付します
４月上旬に固定資産税の納税通知書を送付します。
この通知書に記載されている「課税明細」と、今回縦覧
（閲覧）できる内容は同じものです。記載内容に不明な
点がありましたら、資産税係まで問い合わせてください。
■お問い合わせ＝資産税係　☎52-9636

　情のしらく 報

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

休日急患診療機関くらしのカレンダー 〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日 図書館休館日

可燃物

８ ９ 10 11 12 13 14

可燃物
図書館休館日

可燃物 白色トレイ
ペットボトル

可燃物

15 16 17 18 19 20
春分の日

21
しゃくなげ
花まつり開始

可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

缶・ビン 可燃物
図書館休館日
上米公園
桜まつり開始

22 23 24 25 26 27 28

可燃物
図書館休館日

可燃物 不燃物 可燃物

29 30 31

可燃物
図書館休館日

可燃物

3月 5月

町公式サイト

休日急患診療機関
日 病院名 町　名 電話番号

１日

MKクリニック（小） 早 鈴 町 ☎51-6777
坂元循環器内科医院（内・循内） 宮 丸 町 ☎57-9933
隅病院（内・胃） 高 崎 町 ☎62-1100
まつもと心臓血管外科クリニック（循外・内） 東 町 ☎36-8926
小牧病院（整外） 立 野 町 ☎24-1212
ふたみ眼科（眼） 都 北 町 ☎38-5532

８日

政所医院（小・内） 高 城 町 ☎58-2171
宮永病院（内・胃・外） 松 元 町 ☎22-2015
みしま内科クリニック（内・循内） 三 股 町 ☎51-8100
山路医院（外・内） 山 田 町 ☎64-3133
江夏整形外科クリニック（整外・リウ・リハ） 三 股 町 ☎51-1122
北原医院（産・婦） 北 原 町 ☎22-4133

15日

はしぐち小児科（小） 都 原 町 ☎24-5500
坂元医院（内・胃） 牟 田 町 ☎22-0360
三州病院（内） 花 繰 町 ☎22-0230
都北ごとうクリニック（外・肛外） 都 北 町 ☎38-6060
ならはら皮膚科医院（皮） 志比田町 ☎22-1455
くぼた眼科（眼） 南鷹尾町 ☎26-3100

20金

志々目医院（内・小） 山之口町 ☎57-2004
森山内科・脳神経外科（内） 南鷹尾町 ☎21-5000
田中隆内科（内・泌） 三 股 町 ☎52-0301
柳田病院（外） 東 町 ☎22-4862
横山病院（泌） 都 島 町 ☎22-2806
たき心療内科クリニック（心内・精・神内） 若 葉 町 ☎46-9191

22日

早水公園クリニック（内・小・外・消内・アレ） 早 水 町 ☎36-6117
野辺医院（内・胃） 上　 町 ☎22-0153
都城在宅医療クリニック（内） 南横市町 ☎58-9808
安藤胃腸科外科医院（消内・外・内） 豊 満 町 ☎39-2226
ながはま整形外科（整外） 都 北 町 ☎46-7188
永吉眼科医院（眼） 姫 城 町 ☎22-1530

29日

児玉小児科（小） 花 繰 町 ☎25-5570
すみクリニック（内） 東 町 ☎36-7701
大橋クリニック（内・消内・リハ） 庄 内 町 ☎37-0539
はまだクリニック（外・胃・肛外） 祝 吉 町 ☎45-2266
飯田整形外科クリニック（整外） 上 町 ☎46-5115
岩下耳鼻咽喉科（耳） 三 股 町 ☎51-1187

日 病院名 町　名 電話番号

5 日

有馬医院（内・小） 上長飯町 ☎23-2610
藤元総合病院（内） 早 鈴 町 ☎22-1717
ホームクリニックみまた（内・呼） 三 股 町 ☎52-1348
宗正病院（外） 八 幡 町 ☎22-4380
寺本整形外科医院（整外） 北 原 町 ☎22-1171
武田産婦人科医院（産・婦） 蔵 原 町 ☎22-0336

12日

原田医院（内・小・外） 郡 元 町 ☎26-3330
大岐医院（内・胃） 山之口町 ☎57-2025
宇宿医院（内・胃・消） 栄 町 ☎25-9031
吉松病院（外・整） 蔵 原 町 ☎25-1500
都城明生病院（泌） 金 田 町 ☎38-1120
吹上耳鼻咽喉科医院（耳） 鷹 尾 ☎21-4133

3月

※�

休
日
急
患
診
療
機
関
の
診
療
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
で
す
。や
む
を

得
ず
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、☎
23
－
５
５
５
５
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い（
夜
間
は
都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
☎
36
－
８
８
９
０
ま
で
）。な
お

歯
科
に
つ
い
て
は
☎
25
－
４
１
０
０
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休日急患診療機関 4月

以後の休日急患診療機関については翌月号に掲載します。

17

「固定資産課税台帳」「土地・家屋価格等縦
覧帳簿」を無料で縦覧・閲覧できます

４
月
は
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

新
学
期
・
新
生
活
が
始
ま
る
４
月
か
ら

６
月
に
か
け
て
、
交
通
事
故
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
児
童
生
徒
の
登
下
校

中
、
自
転
車
乗
用
中
の
事
故
が
多
く
、
横

断
歩
道
で
は
な
い
と
こ
ろ
を
横
断
す
る
な

ど
歩
行
者
の
交
通
ル
ー
ル
違
反
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、地

域
一
帯
と
な
っ
て
、
交
通
安
全
運
動
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
運
動
期
間
中
、
町

内
で
は
、
交
通
安
全
の
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
。

⃝

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

・�

左
右
の
安
全
を
十
分
に
確
か
め
て
横
断

歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

・�

運
転
者
に
対
し
、
手
を
上
げ
る
な
ど
の

意
思
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
。

・�

斜
め
横
断
や
、
車
の
直
前
・
直
後
を
横

断
す
る
こ
と
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

早
朝
・
夜
間
・
夕
暮
れ
時
の
外
出
は
、

明
る
く
目
立
つ
色
の
服
装
や
反
射
材
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・�

横
断
歩
道
や
生
活
道
路
は
、
歩
行
者
優

先
で
す
。
歩
行
者
や
ほ
か
の
車
両
に
対

す
る「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
」の

気
持
ち
を
持
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

・�

近
年
、「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
に
よ
る
死

亡
・
重
傷
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

運
転
中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
や

注
視
は
、絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

・�
飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。「
絶

対
に
し
な
い･

さ
せ
な
い･

許
さ
な
い
」

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・�

９
月
１
日（
火
）か
ら
、
生
活
道
路
に

お
け
る
自
動
車
の
法
定
速
度
が
30
㌔
㍍

毎
時
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

・�

全
て
の
自
転
車
利
用
者
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

・�

４
月
１
日（
水
）か
ら
、
16
歳
以
上
の

人
に
よ
る
自
転
車
の
一
定
の
交
通
違
反

に
対
し
て
、
交
通
反
則
通
告
制
度（
青

切
符
）が
導
入
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

　
総
務
課　
危
機
管
理
係　

　
☎
52
－
１
１
１
０

歩
行
者
は
、
反
射
材
な
ど
を

着
用
し
、
安
全
な
横
断
方
法

を
実
践
し
ま
し
ょ
う

令
和
８
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間
：
４
月
６
日（
月
）～
15
日（
水
）

横
断
歩
道
や
生
活
道
路
は
、

歩
行
者
を
優
先
し
ま
し
ょ
う

自
転
車
は
車
の
仲
間
で
す

交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
理
解

し
遵
守
し
ま
し
ょ
う
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信
お
客
さ
ん
の
、“
楽
し
い
”の
た
め
に

沖
縄
の
伝
統
芸
能
「
エ
イ
サ
ー
」。
都

城
市
を
中
心
に
活
動
す
る
「
エ
イ

サ
ー
琉り

ゅ
う
お
う旺
」
の一員
で
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら

家
族
と
共
に
エ
イ
サ
ー
に
打
ち
込
む
山
中

秀
喜
さ
ん
は
「
子
ど
も
が
始
め
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
気
づ
け
ば
私
自
身
も
夢
中
に

な
っ
て
い
ま
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。
演

舞
が
始
ま
る
や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
力

強
い
掛
け
声
で
花
を
添
え
る
。
し
か
し
、

勇
壮
な
姿
で
演
舞
を
す
る
山
中
さ
ん
に

も
、
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
が
あ
る
と
言
う
。

「
初
め
て
出
演
し
た
時
、
納
得
の
い
く
演

舞
が
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
。
自
信
を
持
っ

て
堂
々
と
で
き
な
か
っ
た
悔
し
さ
を
忘
れ

な
い
た
め
、
当
時
の
映
像
は
大
切
に
残
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
。
そ
ん
な
山
中
さ
ん

が
心
掛
け
て
い
る
の
は
「
お
客
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
演
舞
を
す
る
」
こ

と
。「
自
信
を
持
っ
て
演
舞
を
し
、
自
分
自

身
が
楽
し
む
こ
と
で
初
め
て
お
客
さ
ん
に

も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
前
を
向
く
。
見
る
人
の
心
を
楽
し
ま
せ

ん
と
、
山
中
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と

共
に
汗
を
流
し
、
懸
命
に
演
舞
を
す
る
。

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち

蓼
池
在
住 

山や
ま
な
か中 

秀ひ

で

き喜（
47
）さ
ん

“
楽
し
い
”を
、エ
イ
サ
ー
に
の
せ
て

203

POST CARD

お手数ですが
切手を貼って

お出しください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女

三股町役場　総務課
秘書広報係 行

2026.３　vol.667

わが家の一番星わが家の一番星
船ふ

な
く
ら倉

　
彩あ

や

き響
ち
ゃ
ん

令
和
４
年
９
月
27
日
生
ま
れ（
３
歳
）

船
倉
惇
輝
さ
ん・祐
未
さ
ん
の
長
男

わ
が
家
の
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
！ 

カ
ッ
コ
い
い
大
人
に
な
っ
て
ね
★

優
し
い
子
に
育
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
こ
れ
か
ら
も
璃
大
ら
し
く
明
る
く

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
！

山や
ま
ぐ
ち口

　
璃り

お大
ち
ゃ
ん

令
和
４
年
５
月
４
日
生
ま
れ（
３
歳
）

山
口
裕
貴
さ
ん・沙
季
さ
ん
の
長
男

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

いきいき
げんき！
毎月19日は
食 育 の 日

町の栄養士から

問い合わせ：町健康管理センター  ☎ 52 − 8481

３月の旬の食材
・鯛
・ワカメ
・タマネギ
・ジャガイモ
・絹サヤインゲン

※材料は全て1人分です

２～３㌻で紹介した「みまたん霧
島パノラマまらそん」では、職員３
人体制で、会場内・コース上に分か
れて撮影に臨みました。私は主に会
場内で撮影していましたが、少しは
コースの雰囲気も味わいたいと思
い、歩いて会場の外に出てみました
▼そこで見たのは、さまざまな形で
の、沿道の皆さんによる応援です。
応援用に配布している旗を振る人た
ちの姿や「がんばれー」と大きな声
でランナーを励ます人たちの姿―。
学生の皆さんが自作 ( と思われる )
のメッセージボードを持ち、声を張
り上げて応援する姿も印象に残りま
した。▼たとえ知らない “ 誰か ” で
あっても “今まさにそこでがんばっ
ている人 ” を応援する―。なんとも
美しい光景でした。

茶じょけ

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995
宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL 0986-52-1111（代表） 
FAX 0986-52-4944
町公式URL
https://www.town.mimata.lg.jp
町FacebookURL
https://www.facebook.com/mimatatown
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わが家の一番星 
町のLINE公式アカウントからお申し込みください。トー
ク画面で「一番星」とメッセージを送信すると、申込フォー
ムの案内メッセージが表示されます。
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最新のイベント情報は、「よかもんや」公式サイトか
インスタグラムでご確認ください。

イベント
出店情報

❺❺

昨
年
、
発
売
か
ら
わ
ず
か
３
週
間

ほ
ど
で
完
売
し
た
よ
か
も
ん
や
オ
リ

ジ
ナ
ル
梅
酒『
葵
－
ａ
ｏ
ｉ
－
』
を
、

今
季
も
３
月
に
発
売
し
ま
す
！ 

ス

タ
ッ
フ
と
町
職
員
有
志
で
手
摘
み
し

た
青
梅
に
加
え
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら「
う
ち
の
梅
も
使
っ
て
！
」と
、
お

譲
り
い
た
だ
い
た
梅
も
使
用
し
、
麦

焼
酎
で
丁
寧
に
漬
け
込
み
ま
し
た
。

製
造
元
の
天
星
酒
造
さ
ん
よ
り「
今

回
も
と
て
も
良
い
出
来
」
と
太
鼓
判

を
押
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
今
年
は
、
新
た
に
完
熟
梅
と
芋

焼
酎
で
仕
込
ん
だ
新
商
品
も
登
場
予

定
。
飲
み
比
べ
も
楽
し
め
る
、
数
量
限

定
の
特
別
な
梅
酒
で
す
。
３
月
22
日

（
日
）の
朝
市
で
お
披
露
目
予
定
で
す
。

す
で
に
多
く
の
お
問
い
合
わ
せ
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
ス
タ
ッ
フ
も
発
売

を
今
か
今
か
と
心
待
ち
に
し
て
い
ま

す
。
み
ん
な
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
、
こ

こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
一
杯
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
贈
り
物
に
も
お
す

す
め
で
す
！

（申込者多数により、申し込みを一時停止する場合があります）
町のLINE

公式アカウントはこちら

問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）
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❸❸

❹❹

●
梅
酒『
葵
－ａｏ
ｉ－
』今
季
も
登
場
！

『葵 -aoi-』　500㍉㍑
アルコール度数13度／1,600円（税込）

★総エネルギー　639キロカロリー　塩分：2.0g

❺❺

❶ 主食/白ごはん
243㌔㌍　塩分０㌘
材　料　�ごはん…150㌘

❷ 主菜/鯛のワカメ蒸し
138㌔㌍　塩分0.9㌘
材　料　�タイ（刺身用）…80㌘、生ワカメ…10㌘、ショウガ

…5㌘、酒…大さじ1/2、塩…小さじ1/10
作り方	 ①�ワカメは水で塩を流し、食べやすい大きさに切

る。タイはそぎ切り、ショウガは千切りにする。
	 ②�皿にワカメを広げ、タイを並べて酒と塩をふりか

ける。
	 ③�ショウガをのせて蒸気の上がった蒸し器で５分

くらい蒸す。

❸ 副菜/白ネギの天ぷら
142㌔㌍　塩分0.2㌘
材　料　�白ネギ…70㌘、小麦粉…小さじ1/2、カツオ削り節…

1㌘（1/2袋）、塩…少々、揚げ油…適宜、●小麦粉
…大さじ1と1/2、●水…大さじ1と1/2、●酢…2滴

作り方	 ①●をよく混ぜて衣を作る。
	 ②油を170℃に熱する。
	 ③白ネギは2㌢長さのぶつ切りにする。
	 ④③に小麦粉をまぶし、①をつけて②の油で揚げる。
	 ⑤器に盛り、塩とカツオ節をかける。

❹副菜/春野菜のみそ汁
74㌔㌍　塩分0.9㌘
材　料　�新タマネギ…30㌘、新ジャガイモ…30㌘、ニンジン

…15㌘、油揚げ…5㌘、絹サヤインゲン…6㌘、だし
汁…120㍉㍑、ミソ…小さじ1

作り方	 ①�タマネギは薄切り、ジャガイモとニンジンは一口大
に切る。油揚げは幅５㍉の細切り、絹サヤは斜め
切りにする。

	 ②�鍋にだし汁を入れ、絹サヤ以外の①の具を入れ、
軟らかくなるまで煮る。

	 ③�絹サヤを加えひと煮したら火を止め、ミソを溶き入
れる。

❺もう一品/季節の果物
42㌔㌍　塩分0㌘
材　料　�ポンカン…1個

「エイサー琉旺」メンバー募集中！「エイサー琉旺」メンバー募集中！
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